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放線菌の産生するアミノペプチダーゼB (AP-B) 阻害物質ウベニメックスは下記の構造((2 S , 
3 R)-3- アミノ -2 ーヒドロキシ -4- フェニルブチリルー L ーロイシン， (2 S , 3 R)-AHP 
A-L-Leu を有し生体の免疫機能を冗進させることが見出され医薬品として開発された。
著者はこのウベニメックスに関し，以下の 2 点に CH (CH
3
) Z 
っき化学的研究を行った。 /==¥ FiizOH C12 
(. /)-CH 2-èHーとH-CO-NH・tH-COOHA) 新規アミノ酸AHPAは， 、~~n2(R)1(S)1-VV-'ll1 (ì3
1) D- フェニルアラニンからの立体特異的合成











ロイペプチン〔アセチル-L ーロイシル-L- ロイシルー L ーアルギニナール， (Ac-L -Leu-Lｭ




















一方，ロイペプチンはc-末端部の L -Argal が化学反応性に富み，分析的な同定が困難であったが，
才野君は14Cでラベルしたロイペプチンを化学合成し，これを用いてロイペプチンの化学的安定性，反
応性を詳しく調べ ロイペプチンの化学合成法を広範に研究し，化学的，立体化学的に純度の高いロイ
ベプチンを得ることに成功した。また，ロイペプチンの構造活性相関を明らかにするとともに，ロイペ
プチンとは異なる酵素阻害活性スペクトルを示す化合物を創り出しているO
以上のように，ウベニメックス及びロイペプチンに関して，化学的な多くの価値ある知見を得ている
のみならず，化学合成品が，生化学的，臨床的な研究にすでに役立てられており，理学博士の学位論文
として十分価値あるものと認める。
円。
